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遊山ポイント もっと楽しむ
徳島 大滝山
遊山絵図

大滝山は眉山の北東に位置しています。
江戸中期から昭和初期には三重塔や茶屋
があり、桜の名所として栄えました。

現在も桜や紅葉、石段や白壁、様々な碑が
あり、自然豊かで非常に情趣に富んだ所
です。神社仏閣も多く、霊験あらたかな所
でもあります。

ゆったりとした時間が流れているので、
行楽や気晴らし、軽い運動にも最適です。
60分で満喫できます。

春日神社

滝薬師

石割樫

神武天皇御尊像

牛頭天王と恵比寿天、大黒天をお祀りし、厄除
開運や無病息災、商売繁盛のご利益があります。
神馬さんがいらっしゃる境内では、茅の輪くぐり
ができます。古くは「瀧の祇園さん」と呼ばれて
いました。

春日権現をお祀りし、武道守護や厄除開運、交通
安全のご利益があります。「徳島城下の総氏神」
なのだとか。豊玉比賣神社など多くの神社もある
境内では、春になると桜が綺麗に咲き誇ります。

成長の過程で石を割ったと言われる大変力強い
樫の木。近くのあづまやで、休憩できます。

6ｍの豪壮で立派な御尊像を見ることができて、
悠久の日本の原点が感じられます。ここから市
街を一望できます。近くには明治天皇像もあり、
そこは秋になると紅葉の美しい場所になります。

聖観音堂

本尊は薬師如来。開運・無病息災・病気平癒
のご利益があります。古くから信仰されています。
少し階段を上った先にある滝不動明王にも多く
の方が参拝しています。

本尊は観世音菩薩。自助開運・苦難除去・現世
利益のご利益があります。市街からでもお堂が
見え、夜はライトアップもされています。お堂の隣
の鳥居をくぐって眉山山頂に行くこともできます。

八阪神社

桜と紅葉の名所

（標高：41m）

（標高：51m）

（標高：67m）

（標高：39m）

（標高：7m）

（標高：6m）

【バス】 徳島駅前市営バス①のりば 乗車
⇒西大工町三丁目 停留所 下車 徒歩3分

◎焼き餅
徳島の隠れた銘菓「瀧の焼き餅」。こんがりと香ばしく、
上品な甘さが口に広がります。阿波晩茶と一緒にどうぞ。
大滝山を遊山した後に食べると、より一層美味しく感じら
れます。お土産にもオススメです。

◎お弁当
自然の中でいただくご飯は、とにかく美味しいです。
塩おにぎりでも格別です。大滝山にはベンチやあづまや
などがある広場が多く、ご家族やご友人と気軽にお弁当
を食べられます。遊山は食後の運動としても最高です。

◎錦竜水(きんりょうすい)
眉山の湧水で、市民が汲んでいます。古くは城下町の
人々の喉を潤しました。藩主献上のお菓子にも使用され、
明治の皇太子殿下行啓時には御料水と重宝された名水
です。無料で汲むことができます。

【鉄道】 JR徳島駅から徒歩15分
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